
令和４年度に係る自己点検・評価（学生受入）報告書（附属資料）

【薬学部】



○自己点検・評価シート （別記様式第１）

6-2

自己点検・評価の観点 点検・評価結果　

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

薬学部

入学者受入れの方針において、「求める学
生像」及び「入学者選抜の基本方針」の双
方を明示しているか。

入学者受入れの方針に沿った学生の受入
が実際に行われているかどうかを検証する
ための取組を行っており、その結果を入学
者選抜の改善に役立てているか。

実入学者数が、入学定員を大幅に超える
（1.3倍以上）、又は大幅に下回る（0.7倍以
下）状況になっていないか。（実施対象年度
の4月入学者及び10月入学者）

入学者受入れの方針に基づき、学生募集
及び入学者選抜の制度や運営体制を適切
に整備し、入学者選抜を公正に実施してい
るか。

学生の受入れ全体の適切性について定期
的に点検・評価を行っているか。また、その
結果をもとに改善・向上に向けた取組を行っ
ているか。

６．学生受入に関すること

部局が実施する自己点検・評価のチェックリスト

6-2-6

項目番号

6-2-1

6-2-2

6-2-3

6-2-4



（別記様式第２）

部局名：

関連する点
検・評価の項
目番号（前年

度）

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

○前年度の大学経営戦略会議において、総括・検証の結果、改善を要するとされた事項（前年度の点検・評価実施時点で対応済のものを除く。）の対応状況

薬学部

No
前年度に実施した自己点検・評価の結果、確
認された改善を要する事項の具体的な内容

改善計画

2

1 該当なし

4

3

5



（別記様式第３）

部局名：

自己点検・評価の結果、確認された改善を要する事
項の具体的な内容

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

○点検・評価の結果、確認された改善を要する事項　　

0

薬学部

No
関連する点

検・評価の項
目番号

改善計画

1 該当なし

3

2

5

4



（別記様式第４）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題　　

薬学部

No
全学での検討が必要な課題

※委員会においては、委員会の対応状況も踏まえて記載すること。
特記事項

3

2

5

4



（別記様式第５）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、「注意が必要」とした事項に対し、維持・向上させるための活動計画

薬学部

No 自己点検・評価の結果、「注意が必要」 とした事項の具体的な内容 活動計画

3

2

5

4



（別記様式第６）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 6-2-6

部局独自で高校訪問を継続的に実施（戦略的高校訪問）し、受験生、特に創薬を志向する学生の獲得に努
めている点は、優れた取り組みだと言える。2020年度における創薬科学科一般入試前期日程では志願倍率
が2を下回ったが、2021、2022年度は継続して2倍を超えており、本取組の成果が形として現れた結果であると
考えられる。

○点検・評価の結果、優れた成果が確認できる取組　

薬学部

No 優れた成果が確認できる取組 特記事項

3

2

5

4



令和４年度に係る自己点検・評価（教育課程）報告書（附属資料）

【薬学部薬学科】



○自己点検・評価シート （別記様式第１）

1-2

自己点検・評価の観点 点検・評価結果　

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

薬学部薬学科

専門職大学院を設置している場合は、法令
に則して、教育課程が編成されるとともに、
教育課程連携協議会を運用しているか。

部局の学位授与の方針を、大学及び部局の
目的を踏まえて、具体的かつ明確に策定し、
公表しているか。

教育課程編成・実施の方針が、学位授与の
方針と整合性を有しているか。

教育課程の編成が、体系性を有しているか。

教育課程編成・実施の方針において、学生
や授業科目を担当する教員が分かりやすい
ように、①教育課程の編成の方針、②教育
課程における教育・学修方法に関する実施
方針、③学修成果の評価の方針を明確かつ
具体的に明示し、公表しているか。

授業科目の内容が、授与する学位に相応し
い水準となっているか。

他の大学又は大学以外の教育施設等にお
ける学習、入学前の既修得単位等の単位認
定を行っている場合、認定に関する規定を
法令に従い規則等で定めているか。

大学院課程（専門職学位課程を除く。）にお
いては、学位論文（特定の課題についての
研究の成果を含む。）の作成等に係る指導
（研究指導）に関し、指導教員を明確に定め
るなどの指導体制を整備し、計画を策定した
上で指導することとしているか。
また、研究倫理に関する指導も行っている
か。

１．教育課程に関すること

部局が実施する自己点検・評価のチェックリスト

1-2-8

1-2-9

1-2-10

1-2-11

項目番号

1-2-2

1-2-4

1-2-6

1-2-7



自己点検・評価の観点 点検・評価結果　項目番号

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

1-2-14

1-2-15

1-2-16

1-2-17

1-2-18

1-2-19

教職大学院を設置している場合は、連携協
力校を確保しているか。

夜間において授業を実施している課程を置
いている場合は、配慮を行っているか。

1-2-20

1-2-21

適切な授業形態、学習指導法が採用され、
授業の方法及び内容が学生に対して明示さ
れているか。

大学院において教育方法の特例（大学院設
置基準第 14 条）の取組として夜間その他特
定の時間又は期間に授業を行っている場合
は、法令に則した実施方法となっているか。

各科目の授業期間が10週又は15週にわた
るものとなっているか。なお、10週又は15週と
異なる授業期間を設定する場合は、教育上
の必要があり、10週又は15週を期間として授
業を行う場合と同等以上の十分な教育効果
をあげているか。

薬学に関する学部又は学科のうち臨床に係
る実践的な能力を培うことを主たる目的とす
るものを設置している場合は、必要な施設を
確保し、薬学実務実習を実施しているか。

教育上主要と認める授業科目は、原則として
専任の教授・准教授が担当しているか。

学士課程及び専門職学位課程においては、
履修登録の上限設定の制度（ＣＡＰ制度）を
設け、その運用が適切に行われているか。

連携法曹基礎課程を設置している場合は、
法令に則して、教育課程が編成されている
か。

1-2-12



自己点検・評価の観点 点検・評価結果　項目番号

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

1-2-25

1-2-26

成績評価基準を学位授与の方針及び教育
課程編成・実施の方針において定められて
いる学修成果の評価の方針と整合性をもっ
て、組織として策定しているか。

1-2-27

学生のニーズに応え得る履修指導の体制を
組織として整備し、指導、助言が行われてい
るか。

障害のある学生、留学生、その他履修上特
別な支援を要する学生に対する学習支援を
行う体制を整えているか。

社会的・職業的自立を図るために必要な能
力を培う取組を実施しているか。

学生のニーズに応え得る学修相談の体制を
整備し、助言、支援が行われているか。

1-2-23

1-2-24

多様なメディアを高度に利用して行う授業の
実施方法等が整備され、適切に運用・授業
実施が行われているか。

1-2-22



自己点検・評価の観点 点検・評価結果　項目番号

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

1-2-30

1-2-31

大学及び部局の目的並びに学位授与の方
針に則して、卒業又は修了の要件（以下「卒
業（修了）要件」という。）を組織的に策定して
いるか。

大学院課程教育においては、学位論文又は
特定の課題についての研究の成果の審査
に係る手続及び評価の基準（以下「学位論
文審査基準」という。）を組織として作成して
いるか（研究科各専攻のみ。ただし、専門職
学位課程を除く）。

策定した卒業（修了）要件（学位論文審査基
準を含む。）を学生に周知しているか。

成績評価基準に則り各授業科目の成績評
価や単位認定が厳格かつ客観的に行われ
ていることについて、組織的に確認している
か。

成績に対する異議申立て制度を組織的に設
けているか。

成績評価基準を学生に周知しているか。1-2-28

1-2-29

卒業又は修了の認定を、卒業（修了）要件
（学位論文審査基準を含む。）に則して組織
的に実施しているか。

標準修業年限内の卒業（修了）率及び「標準
修業年限×1.5」年内卒業（修了）率、資格
取得等の状況が、大学及び部局の目的並
びに学位授与の方針に則して適正な状況に
あるか。

1-2-32

1-2-33

1-2-34

1-2-35



自己点検・評価の観点 点検・評価結果　項目番号

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

卒業（修了）後一定期間の就業経験等を経
た卒業（修了）生からの意見聴取の結果にお
いて、大学及び部局の目的並びに学位授与
の方針に則した学修成果が得られていること
が確認できるか。

就職先等からの意見聴取の結果において、
大学及び部局の目的並びに学位授与の方
針に則した学修成果が得られていることが確
認できるか。

授業の内容及び方法の改善を図るための
ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）を組織
的に実施しているか。

卒業（修了）時の学生からの意見聴取の結
果において、大学及び部局の目的並びに学
位授与の方針に則した学修成果が得られて
いることが確認できるか。

就職（就職希望者に対する就職者の割合）
及び進学の状況が、大学及び部局の目的
並びに学位授与の方針に則して適正な状況
にあるか。

1-2-37

1-2-38

1-2-39

1-2-40

1-2-41

1-2-36

教育課程及びその内容、方法の適切性につ
いて定期的に点検・評価を行っているか。ま
た、その結果をもとに改善・向上に向けた取
組を行っているか。



（別記様式第２）

部局名：

関連する点
検・評価の項
目番号（前年

度）

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

○前年度の大学経営戦略会議において、総括・検証の結果、改善を要するとされた事項（前年度の点検・評価実施時点で対応済のものを除く。）の対応状況

薬学部薬学科

No
前年度に実施した自己点検・評価の結果、確
認された改善を要する事項の具体的な内容

改善計画

2

1 該当なし

4

3

5



（別記様式第３）

部局名：

自己点検・評価の結果、確認された改善を要する事
項の具体的な内容

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

○点検・評価の結果、確認された改善を要する事項　　

0

薬学部薬学科

No
関連する点

検・評価の項
目番号

改善計画

1 該当なし

3

2

5

4



（別記様式第４）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 1-2-14
令和３年度自己点検・評価において，評価センターより質的な確認について何をどのように評価
するのか明確にしておく必要があるとのコメントがある。全学で統一的指針を示していただきた
い。

○点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題　　

薬学部薬学科

No
全学での検討が必要な課題

※委員会においては、委員会の対応状況も踏まえて記載すること。
特記事項

3

2

5

4



（別記様式第５）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

0

1 1-2-2

部局の学位授与の方針を、大学及び部局の目的を踏まえて、具体的かつ明確に策定し、公表
しているか。について、薬学部における学位授与の方針は、大学及び部局の目的を踏まえて、
具体的かつ明確に策定し、公表しているものの、令和４年度に岡山大学の３ポリシー等が改訂さ
れたことを受け、全学の方針を踏まえ、薬学モデル・コアカリキュラムの改訂にも配慮しつつ、令
和５年度に改訂する予定である。

令和５年度中に改訂予定

○点検・評価の結果、「注意が必要」とした事項に対し、維持・向上させるための活動計画

薬学部薬学科

No 自己点検・評価の結果、「注意が必要」 とした事項の具体的な内容 活動計画

3 1-2-6

教育課程編成・実施の方針が、学位授与の方針と整合性を有しているか。について、整合性を
有しているものの、令和４年度に岡山大学の３ポリシー等が改訂されたことを受け、全学の方針
を踏まえ、薬学モデル・コアカリキュラムの改訂にも配慮しつつ、令和５年度に改訂する予定であ
る。

令和５年度中に改訂予定

2 1-2-4

教育課程編成・実施の方針において、学生や授業科目を担当する教員が分かりやすいように、
①教育課程の編成の方針、②教育課程における教育・学修方法に関する実施方針、③学修成
果の評価の方針を明確かつ具体的に明示し、公表しているか。について、薬学部における教育
課程の編成の方針等を、明確かつ具体的に明示し、公表しているものの、令和４年度に岡山大
学の３ポリシー等が改訂されたことを受け、全学の方針を踏まえ、薬学モデル・コアカリキュラムの
改訂にも配慮しつつ、令和５年度に改訂する予定である。

令和５年度中に改訂予定

5 1-2-37

卒業（修了）時の学生からの意見聴取の結果において、大学及び部局の目的並びに学位授与
の方針に則した学修成果が得られていることが確認できるか。について２０２３年度第１回教務委
員会（２０２３年４月１９日開催）において、薬学部ディプロマ・ポリシーに掲げる資質を持って卒業
できているかを確認するため、卒業者アンケートを分析、学生が不足していると感じている部分
についてどのように対応するか検討を継続することとなった。

継続検討

4 1-2-14

各科目の授業期間が10週又は15週にわたるものとなっているか。なお、10週又は15週と異なる
授業期間を設定する場合は、教育上の必要があり、10週又は15週を期間として授業を行う場合
と同等以上の十分な教育効果をあげているか。について質的な確認ができる指標がないことか
ら、全学の方針を踏まえ検討を開始する予定である。

全学からの方針を踏まえ検討を開始予定



※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

7 1-2-39
就職先等からの意見聴取の結果において、大学及び部局の目的並びに学位授与の方針に則
した学修成果が得られていることが確認できるか。について確認するための根拠資料としてアン
ケートを実施予定であり、回答率の向上に向けた取組を整備、令和５年度より実施予定である。

令和５年度中に実施予定

6 1-2-38

卒業（修了）後一定期間の就業経験等を経た卒業（修了）生からの意見聴取の結果において、
大学及び部局の目的並びに学位授与の方針に則した学修成果が得られていることが確認でき
るか。について確認するための根拠資料としてアンケートを実施予定であり、回答率の向上に向
けた取組を整備、令和５年度より実施予定である。

令和５年度中に実施予定



（別記様式第６）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 1-2-41 教学アセスメントの計画・実施のため指標を設定，アセスメント・プランを作成し，外部に公表した。

○点検・評価の結果、優れた成果が確認できる取組　

薬学部薬学科

No 優れた成果が確認できる取組 特記事項

3

2

5

4



令和４年度に係る自己点検・評価（教育課程）報告書（附属資料）

【薬学部創薬科学科】



○自己点検・評価シート （別記様式第１）

1-2

自己点検・評価の観点 点検・評価結果　

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

薬学部創薬科学科

専門職大学院を設置している場合は、法令
に則して、教育課程が編成されるとともに、
教育課程連携協議会を運用しているか。

部局の学位授与の方針を、大学及び部局の
目的を踏まえて、具体的かつ明確に策定し、
公表しているか。

教育課程編成・実施の方針が、学位授与の
方針と整合性を有しているか。

教育課程の編成が、体系性を有しているか。

教育課程編成・実施の方針において、学生
や授業科目を担当する教員が分かりやすい
ように、①教育課程の編成の方針、②教育
課程における教育・学修方法に関する実施
方針、③学修成果の評価の方針を明確かつ
具体的に明示し、公表しているか。

授業科目の内容が、授与する学位に相応し
い水準となっているか。

他の大学又は大学以外の教育施設等にお
ける学習、入学前の既修得単位等の単位認
定を行っている場合、認定に関する規定を
法令に従い規則等で定めているか。

大学院課程（専門職学位課程を除く。）にお
いては、学位論文（特定の課題についての
研究の成果を含む。）の作成等に係る指導
（研究指導）に関し、指導教員を明確に定め
るなどの指導体制を整備し、計画を策定した
上で指導することとしているか。
また、研究倫理に関する指導も行っている
か。

１．教育課程に関すること

部局が実施する自己点検・評価のチェックリスト

1-2-8

1-2-9

1-2-10

1-2-11

項目番号

1-2-2

1-2-4

1-2-6

1-2-7



自己点検・評価の観点 点検・評価結果　項目番号

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

1-2-14

1-2-15

1-2-16

1-2-17

1-2-18

1-2-19

教職大学院を設置している場合は、連携協
力校を確保しているか。

夜間において授業を実施している課程を置
いている場合は、配慮を行っているか。

1-2-20

1-2-21

適切な授業形態、学習指導法が採用され、
授業の方法及び内容が学生に対して明示さ
れているか。

大学院において教育方法の特例（大学院設
置基準第 14 条）の取組として夜間その他特
定の時間又は期間に授業を行っている場合
は、法令に則した実施方法となっているか。

各科目の授業期間が10週又は15週にわた
るものとなっているか。なお、10週又は15週と
異なる授業期間を設定する場合は、教育上
の必要があり、10週又は15週を期間として授
業を行う場合と同等以上の十分な教育効果
をあげているか。

薬学に関する学部又は学科のうち臨床に係
る実践的な能力を培うことを主たる目的とす
るものを設置している場合は、必要な施設を
確保し、薬学実務実習を実施しているか。

教育上主要と認める授業科目は、原則として
専任の教授・准教授が担当しているか。

学士課程及び専門職学位課程においては、
履修登録の上限設定の制度（ＣＡＰ制度）を
設け、その運用が適切に行われているか。

連携法曹基礎課程を設置している場合は、
法令に則して、教育課程が編成されている
か。

1-2-12



自己点検・評価の観点 点検・評価結果　項目番号

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

1-2-25

1-2-26

成績評価基準を学位授与の方針及び教育
課程編成・実施の方針において定められて
いる学修成果の評価の方針と整合性をもっ
て、組織として策定しているか。

1-2-27

学生のニーズに応え得る履修指導の体制を
組織として整備し、指導、助言が行われてい
るか。

障害のある学生、留学生、その他履修上特
別な支援を要する学生に対する学習支援を
行う体制を整えているか。

社会的・職業的自立を図るために必要な能
力を培う取組を実施しているか。

学生のニーズに応え得る学修相談の体制を
整備し、助言、支援が行われているか。

1-2-23

1-2-24

多様なメディアを高度に利用して行う授業の
実施方法等が整備され、適切に運用・授業
実施が行われているか。

1-2-22



自己点検・評価の観点 点検・評価結果　項目番号

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

1-2-30

1-2-31

大学及び部局の目的並びに学位授与の方
針に則して、卒業又は修了の要件（以下「卒
業（修了）要件」という。）を組織的に策定して
いるか。

大学院課程教育においては、学位論文又は
特定の課題についての研究の成果の審査
に係る手続及び評価の基準（以下「学位論
文審査基準」という。）を組織として作成して
いるか（研究科各専攻のみ。ただし、専門職
学位課程を除く）。

策定した卒業（修了）要件（学位論文審査基
準を含む。）を学生に周知しているか。

成績評価基準に則り各授業科目の成績評
価や単位認定が厳格かつ客観的に行われ
ていることについて、組織的に確認している
か。

成績に対する異議申立て制度を組織的に設
けているか。

成績評価基準を学生に周知しているか。1-2-28

1-2-29

卒業又は修了の認定を、卒業（修了）要件
（学位論文審査基準を含む。）に則して組織
的に実施しているか。

標準修業年限内の卒業（修了）率及び「標準
修業年限×1.5」年内卒業（修了）率、資格
取得等の状況が、大学及び部局の目的並
びに学位授与の方針に則して適正な状況に
あるか。

1-2-32

1-2-33

1-2-34

1-2-35



自己点検・評価の観点 点検・評価結果　項目番号

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

卒業（修了）後一定期間の就業経験等を経
た卒業（修了）生からの意見聴取の結果にお
いて、大学及び部局の目的並びに学位授与
の方針に則した学修成果が得られていること
が確認できるか。

就職先等からの意見聴取の結果において、
大学及び部局の目的並びに学位授与の方
針に則した学修成果が得られていることが確
認できるか。

授業の内容及び方法の改善を図るための
ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）を組織
的に実施しているか。

卒業（修了）時の学生からの意見聴取の結
果において、大学及び部局の目的並びに学
位授与の方針に則した学修成果が得られて
いることが確認できるか。

就職（就職希望者に対する就職者の割合）
及び進学の状況が、大学及び部局の目的
並びに学位授与の方針に則して適正な状況
にあるか。

1-2-37

1-2-38

1-2-39

1-2-40

1-2-41

1-2-36

教育課程及びその内容、方法の適切性につ
いて定期的に点検・評価を行っているか。ま
た、その結果をもとに改善・向上に向けた取
組を行っているか。



（別記様式第２）

部局名：

関連する点
検・評価の項
目番号（前年

度）

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

○前年度の大学経営戦略会議において、総括・検証の結果、改善を要するとされた事項（前年度の点検・評価実施時点で対応済のものを除く。）の対応状況

薬学部創薬科学科

No
前年度に実施した自己点検・評価の結果、確
認された改善を要する事項の具体的な内容

改善計画

2

1 該当なし

4

3

5



（別記様式第３）

部局名：

自己点検・評価の結果、確認された改善を要する事
項の具体的な内容

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

○点検・評価の結果、確認された改善を要する事項　　

0

薬学部創薬科学科

No
関連する点

検・評価の項
目番号

改善計画

1 該当なし

3

2

5

4



（別記様式第４）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 1-2-14
令和３年度自己点検・評価において，評価センターより質的な確認について何をどのように評価
するのか明確にしておく必要があるとのコメントがある。全学で統一的指針を示していただきた
い。

○点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題　　

薬学部創薬科学科

No
全学での検討が必要な課題

※委員会においては、委員会の対応状況も踏まえて記載すること。
特記事項

3

2

5

4



（別記様式第５）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

0

1 1-2-2

部局の学位授与の方針を、大学及び部局の目的を踏まえて、具体的かつ明確に策定し、公表
しているか。について、薬学部における学位授与の方針は、大学及び部局の目的を踏まえて、
具体的かつ明確に策定し、公表しているものの、令和４年度に岡山大学の３ポリシー等が改訂さ
れたことを受け、全学の方針を踏まえ、令和５年度に改訂する予定である。

令和５年度中に改訂予定

○点検・評価の結果、「注意が必要」とした事項に対し、維持・向上させるための活動計画

薬学部創薬科学科

No 自己点検・評価の結果、「注意が必要」 とした事項の具体的な内容 活動計画

3 1-2-6
教育課程編成・実施の方針が、学位授与の方針と整合性を有しているか。について、整合性を
有しているものの、令和４年度に岡山大学の３ポリシー等が改訂されたことを受け、全学の方針
を踏まえ、令和５年度に改訂する予定である。

令和５年度中に改訂予定

2 1-2-4

教育課程編成・実施の方針において、学生や授業科目を担当する教員が分かりやすいように、
①教育課程の編成の方針、②教育課程における教育・学修方法に関する実施方針、③学修成
果の評価の方針を明確かつ具体的に明示し、公表しているか。について、薬学部における教育
課程の編成の方針等を、明確かつ具体的に明示し、公表しているものの、令和４年度に岡山大
学の３ポリシー等が改訂されたことを受け、全学の方針を踏まえ、令和５年度に改訂する予定で
ある。

令和５年度中に改訂予定

5 1-2-37

卒業（修了）時の学生からの意見聴取の結果において、大学及び部局の目的並びに学位授与
の方針に則した学修成果が得られていることが確認できるか。について２０２３年度第１回教務委
員会（２０２３年４月１９日開催）において、薬学部ディプロマ・ポリシーに掲げる資質を持って卒業
できているかを確認するため、卒業者アンケートを分析、学生が不足していると感じている部分
についてどのように対応するか検討を継続することとなった。

継続検討

4 1-2-14

各科目の授業期間が10週又は15週にわたるものとなっているか。なお、10週又は15週と異なる
授業期間を設定する場合は、教育上の必要があり、10週又は15週を期間として授業を行う場合
と同等以上の十分な教育効果をあげているか。について質的な確認ができる指標がないことか
ら、全学の方針を踏まえ検討を開始する予定である。

全学からの方針を踏まえ検討を開始予定



※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

7 1-2-39
就職先等からの意見聴取の結果において、大学及び部局の目的並びに学位授与の方針に則
した学修成果が得られていることが確認できるか。について確認するための根拠資料としてアン
ケートを実施予定であり、回答率の向上に向けた取組を整備、令和５年度より実施予定である。

令和５年度中に実施予定

6 1-2-38

卒業（修了）後一定期間の就業経験等を経た卒業（修了）生からの意見聴取の結果において、
大学及び部局の目的並びに学位授与の方針に則した学修成果が得られていることが確認でき
るか。について確認するための根拠資料としてアンケートを実施予定であり、回答率の向上に向
けた取組を整備、令和５年度より実施予定である。

令和５年度中に実施予定



（別記様式第６）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 1-2-41 教学アセスメントの計画・実施のため指標を設定，アセスメント・プランを作成し，外部に公表した。

○点検・評価の結果、優れた成果が確認できる取組　

薬学部創薬科学科

No 優れた成果が確認できる取組 特記事項

3

2

5

4



令和４年度に係る自己点検・評価（学生支援）報告書（附属資料）

【薬学部・博士前期課程薬科学専攻・博士後期課程薬科学専攻】



○自己点検・評価シート （別記様式第１）

5-2

自己点検・評価の観点 点検・評価結果　

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

5-2-10

5-2-12

上記の学生支援の適切性について定期的
に点検・評価を行っているか。また、その結
果をもとに改善・向上に向けた取組を行って
いるか。

関係者（在学生、卒業生、卒業生の主な雇
用者等）から意見聴取をする機会を設け、そ
の結果に基づく改善を行っているか。

薬学部・博士前期課程薬科学専攻・博士後期課程薬科学専攻

学生に対する経済面での援助を行っている
か。

生活支援等に関する総合的相談・助言体
制を整備しているか。

就職・進学等進路に関する相談・助言につ
いて、部局における体制を整備しているか。

学生に対する各種ハラスメントに関する防止
のための措置（規定及び実施内容）・相談に
ついて、部局における体制を整備している
か。

自習室、グループ討議室、情報機器室、教
室・教育設備等の授業時間外使用等による
自主的学習環境を十分に整備し、有効に活
用しているか。

健康に関する相談・助言体制を整備してい
るか。

学生の部活動等の課外活動が円滑に行わ
れるよう、必要な支援を行っているか。

留学生への生活支援等を行う体制を整備
し、必要に応じて生活支援等を行っている
か。

障害のある学生その他特別な支援を要する
学生に対する支援について、部局における
体制を整備しているか。

５．学生支援に関すること

部局が実施する自己点検・評価のチェックリスト

5-2-5

5-2-6

5-2-7

5-2-8

5-2-9

項目番号

5-2-1

5-2-2

5-2-3

5-2-4



（別記様式第２）

部局名：

関連する点
検・評価の項
目番号（前年

度）

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

○前年度の大学経営戦略会議において、総括・検証の結果、改善を要するとされた事項（前年度の点検・評価実施時点で対応済のものを除く。）の対応状況

薬学部・博士前期課程薬科学専攻・博士後期課程薬科学専攻

No
前年度に実施した自己点検・評価の結果、確
認された改善を要する事項の具体的な内容

改善計画

2

1 該当なし

4

3

5



（別記様式第３）

部局名：

自己点検・評価の結果、確認された改善を要する事
項の具体的な内容

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

○点検・評価の結果、確認された改善を要する事項　　

0

薬学部・博士前期課程薬科学専攻・博士後期課程薬科学専攻

No
関連する点

検・評価の項
目番号

改善計画

1 該当なし

3

2

5

4



（別記様式第４）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題　　

薬学部・博士前期課程薬科学専攻・博士後期課程薬科学専攻

No
全学での検討が必要な課題

※委員会においては、委員会の対応状況も踏まえて記載すること。
特記事項

3

2

5

4



（別記様式第５）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、「注意が必要」とした事項に対し、維持・向上させるための活動計画

薬学部・博士前期課程薬科学専攻・博士後期課程薬科学専攻

No 自己点検・評価の結果、「注意が必要」 とした事項の具体的な内容 活動計画

3

2

5

4



（別記様式第６）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、優れた成果が確認できる取組　

薬学部・博士前期課程薬科学専攻・博士後期課程薬科学専攻

No 優れた成果が確認できる取組 特記事項

3

2

5

4



令和４年度に係る自己点検・評価（研究）報告書（附属資料）

【薬学部・医歯薬学総合研究科（薬学系）】



○自己点検・評価シート （別記様式第１）

7-2

自己点検・評価の観点 点検・評価結果　

□ 適切である

■ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

薬学部・医歯薬学総合研究科（薬学系）

研究倫理を順守するための必要な措置を講
じ、適切に対応しているか。

７．研究に関すること

部局が実施する自己点検・評価のチェックリスト

項目番号

7-2-1



（別記様式第２）

部局名：

関連する点
検・評価の項
目番号（前年

度）

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

○前年度の大学経営戦略会議において、総括・検証の結果、改善を要するとされた事項（前年度の点検・評価実施時点で対応済のものを除く。）の対応状況

薬学部・医歯薬学総合研究科（薬学系）

No
前年度に実施した自己点検・評価の結果、確
認された改善を要する事項の具体的な内容

改善計画

2

1 該当なし

4

3

5



（別記様式第３）

部局名：

自己点検・評価の結果、確認された改善を要する事
項の具体的な内容

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

○点検・評価の結果、確認された改善を要する事項　　

0

薬学部・医歯薬学総合研究科（薬学系）

No
関連する点

検・評価の項
目番号

改善計画

1 該当なし

3

2

5

4



（別記様式第４）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題　　

薬学部・医歯薬学総合研究科（薬学系）

No
全学での検討が必要な課題

※委員会においては、委員会の対応状況も踏まえて記載すること。
特記事項

3

2

5

4



（別記様式第５）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 7-2-1
対象者の研究倫理教育について教職員の受講率は100％であったが、学生の受講率は75％程
度だったため，適切であるとの評価には至らなかった。
なお、コンプライアンス教育の受講率は100％である。

学部学生については研究室配属が実施される年度の９月に個別
の倫理教育を実施しており、大学院学生については令和５年度よ
り大学院カリキュラムの中に倫理教育を実装したことから、受講状
況の改善が見込まれる予定である。

○点検・評価の結果、「注意が必要」とした事項に対し、維持・向上させるための活動計画

薬学部・医歯薬学総合研究科（薬学系）

No 自己点検・評価の結果、「注意が必要」 とした事項の具体的な内容 活動計画

3

2

5

4



（別記様式第６）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、優れた成果が確認できる取組　

薬学部・医歯薬学総合研究科（薬学系）

No 優れた成果が確認できる取組 特記事項

3

2

5

4



令和４年度に係る自己点検・評価（総務）報告書（附属資料）

【薬学部・大学院医歯薬学研究科（薬学系）】



○自己点検・評価シート （別記様式第１）

9-2

自己点検・評価の観点 点検・評価結果　

□ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

■ 適切である

□ 注意が必要

□ 改善を要する事項がある

薬学部・大学院医歯薬学研究科（薬学系）

教員の募集、採用、昇任等について基準を
定め、当該基準に基づき適切に行っている
か。

大学設置基準等各設置基準に照らして、学
部・研究科に必要な人数の教員を配置して
いるか。

９．総務に関すること

部局が実施する自己点検・評価のチェックリスト

項目番号

9-2-2

9-2-6



（別記様式第２）

部局名：

関連する点
検・評価の項
目番号（前年

度）

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

○前年度の大学経営戦略会議において、総括・検証の結果、改善を要するとされた事項（前年度の点検・評価実施時点で対応済のものを除く。）の対応状況

薬学部・大学院医歯薬学研究科（薬学系）

No
前年度に実施した自己点検・評価の結果、確
認された改善を要する事項の具体的な内容

改善計画

2

1 該当なし

4

3

5



（別記様式第３）

部局名：

自己点検・評価の結果、確認された改善を要する事
項の具体的な内容

進捗状況

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

□ 検討中

□ 対応中

□ 対応済

□ その他
（　　　　　　　　　　）

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

○点検・評価の結果、確認された改善を要する事項　　

0

薬学部・大学院医歯薬学研究科（薬学系）

No
関連する点

検・評価の項
目番号

改善計画

1 該当なし

3

2

5

4



（別記様式第４）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題　　

薬学部・大学院医歯薬学研究科（薬学系）

No
全学での検討が必要な課題

※委員会においては、委員会の対応状況も踏まえて記載すること。
特記事項

3

2

5

4



（別記様式第５）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、「注意が必要」とした事項に対し、維持・向上させるための活動計画

薬学部・大学院医歯薬学研究科（薬学系）

No 自己点検・評価の結果、「注意が必要」 とした事項の具体的な内容 活動計画

3

2

5

4



（別記様式第６）

部局名：

関連する点
検・評価の項

目番号

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。

0

1 該当なし

○点検・評価の結果、優れた成果が確認できる取組　

薬学部・大学院医歯薬学研究科（薬学系）

No 優れた成果が確認できる取組 特記事項

3

2

5

4
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